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一一<新しい米づくりと施肥>

硝酸態チッソによる

稲作の妙味

。稲作の5力条
70年代の農業は「もうけ主義J， i能率主義」

「利己主義」などの経済合理性を脱し，ょうやく

新しい時代に対応しようとしている。

それは単に食糧の供給という機能だけではな

く，生活と文明の保護一つまり人間性回復のため

の，自然環境改善産業としての役割りを果さねば

ならなくなった。

したがって単に健康を害するほど無茶苦茶に働

いて，ガムシャラに儲けるような，弱肉強食の農

業は締め出されるものとみられる。

その中で，稲作は一体どうなるのかということ

になると，甲論乙駁いろいろあるが，つまるとこ

ろ装置化とシステム化に集約されるようである。

ところが装置化とシステム化の土台になる技術

の内容が不明確で，今は文学的な表現に止まって

いるというのが実情であろう。

第 1衰 稲作の 5ケ条

事

国際生産性
最高品質性

完全登熱性

絶対健康性
快適作業性

項

(最低コスト、高額配当)
(オール上米、屑米ゼロ)

(転流中心、無選別出荷)
(無病息災、安全食品)
(明るく楽しい作業)

そこで筆者はとりあえず第1表のように， i稲

作に対する 5カ条の緊急課題」を提案し，関係各

位に建設的なご批判を賜わりたいと思っている。

この5カ条については詳しくふれないが，要す

るに，稲作が終ったというのは全くの錯覚で，世

界の稲作をリードするためには，最少限，これだ

けの課題を解決しなければならない-ことを訴え

fこし、。

<> 硝酸態チ‘yソ肥料とハサミの関係
これまでのクラシックな常識によれば，水田に

は硝酸態チッソは向かないと云われていたもので

ある。

兵庫県主任専門技術員

菊地年夫

これは幾多の試験結果から得られたもので，理

論的にもスヂは通っているとは思うが，その試験

のやり方と硝酸態チッソ単用の点には，いささか

問題が残っていると思われる。

つまりこれまでのテストはア γモニア態チッソ

と硝酸態チッソの比較で，水田でロスの多い硝酸

態チッソは肥効が劣り， どの試験成績も殆んど例

外なくア γモニア態チッソ有利を示した。

;て今回ご紹介しようとする「硝酸態チッソ稲作」

というのは，アンモニア態チッソに対抗しようと

するのではなしむしろ硝酸態チッソとア γモニ

ア態チッソとの相乗作用をねらうものである。

もっと詳しくいえば，土壌改良資材などとの総

合効果を図ろうとするもので，特に稲を健康にし

登熟を良好にするとともに，オーノレ上米の稲作を

実用化するのが本旨である。

ところが各地の研究成績をみると，必らずしも

一定の傾向が認められないのは，アソモニア態チ

ッソと硝酸態チッソを全く等量にし，その単独効

果だけにこだわり過fている試験が多い。

よく，ハサミと何とやらは使いようーと云われ

るように，硝酸態チッソの性質をよく生かして用

いてないのは，全くナ γセ γスといわねばならな

し、。

<> 硝酸態チ‘yソで上米を増収した例
ここでは兵庫県内各農業改良普及所と筆者等

が， 1点5カ所の部分刈と， 5斜線法などの本格

的なやり方で得た成果をご紹介する。

1. 小粒食用米の場合

昭和42年から45年までの主なものをあげると，

第2'"'-'8表のようでアンモニア態チッソ区との収

量差は，10a当りの最高が約250kg(昭和42年三原〉

に達している。

その収量構成要素をみると，少しの例外はある

が，多くの場合，登熟歩合，玄米千粒重がまさ
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第2衰 昭和42年兵庫県米作王(豊岡農業改良普及所)り，米質も同等以上を示している。

なおこれらの優良事例では，肥料要素量を慣行

田に比べると， ケイサン，チッソ， リンサン，

カリ，苦土，石灰などの施用量が，約2'"'-'3倍に

なっているのが注目され第 3衰 昭和42年多収穫綜合指導圃 その 1(柏原農業改良普及所)

る。 I 玄米重|栂 数 I1穂|登熱|玄米司
区 分 1. 籾数|歩合|千粒重

(kg/l0a) I (木/3.3m2)I (粒)1(%) I (g) 2. 大粒酒米の場合

fこ。

区分

{鵡 考

510 80 

976 

2.3 

山田錦の場合も，ほぼ

小粒食用米と同じ傾向を

示しているが，中には出

穂期で4日，成熟期で7
第4衰 昭和42年多収穫綜合指導圃その 2(社農業改良普及所)

日の早熟化が認められ

アンモニア
態チッソ区

硝酸態
チッソ区

差

451 

-60 

42 24.2 Iヤマピコ 6月15日 66ヰ朱/3.3m':f1直
INー 7.2目白-4.0凡 0-6‘8

26.5 I N-20.8九臼-13.0& 0-18.2 935 

-.(1 38 

玄米重 穂数
籾1(粒穂数) 登歩(%合熟) .干玄粒(g米重) 区分 f蔚 考

(kg/10a) (本/3.3m2)

円五三ァ
601 1218 92 81 22.0 

金南風 5月25日 30X15cm 植
態チッツ区 N-16 Pz05-5.5 KzO-7.2 

硝酸態
655 1089 73 90 26.8 

はりま 5月21日 24X24cm 植
チッソ区 N-21.6 Pz05-13.5 KzO-18.9 

差 54 -129 -19 9 4.8 慣行肥料区は酒米試験地の多収田

その主な成果は第9'"'-'

10表のようで，酒米の生

命ともいうべき心白の発

現の差は，信じがたいほ

どに素ばらしい例がみら

れている。

なお不作といわれた昭

和43年に，第10表〈社普

及所〉のとおり登熟歩合

が約30%の大差を示し，

収量差も 10a当り 111kg

となっているほか，検査

で1等米合格を得ている
第6表 昭和42年現地展示圃(三原農業改良普及所)

ことは特筆に値いする。。稲の生育調節も
硝酸態チ‘Yソで

忘れもしない昭和42年

の西日本大干ばつのと

き，例年より半月'"'-'1カ

月も田植が遅れた稲の生

育促進に，筆者は硝酸態

チッソの活用をすすめて

好評を得た。

その後も分けつ後期の

生育促進用には，迷うこ

となく硝酸態チッソの施

用で，殆んど例外がない

ほどに，スカッとした効

果をあげている。

第5衰 昭和42年現地展示圃(福崎農業改良普及所)

玄米重 手恵 数 1 不忠 登熟 玄米
区分 籾数 歩合 千粒重 f繍 考

(kg/10a) (本/3.3m2) (事立) (%) (g) 

アンモニア
600 21 -・・... 81 -・・・・・

金南風 6月28日 28X18.5cm 植

態チァソ区 N-6.6 P20，，-4.8 KzO-8.6 

硝酸態

チッソ区
675 23 ...... 87 ...... N-20 Pz白 -12.5&0-17.5 

差 75 2 -・・・・・ 6 -・....

宝石米重 稽数
平1(zt申立平童忠文) 意(%き) 玄千粒(g重米) 区分 f蔚 考

(kg/10a) (本/3.3m.')

態アンモニ区ア 490 ......... -・・・・・ ... -・.... 金N-南8風.OP62a周2-561.14L 32O.5-×83.20 .0cm植
チソソ

硝チッ酸ソ態区 738 1465 ...... ...... -・・... 金N-南1風2.8p6-z周臼辺-日9.82L6XO26-c1m1.8描

(8 ) 
630 974 ...... ...... -司・... Nい-ぷl3き.O6P同2月Eh27-日8.I3L0〉〈O3-0c1m1l.3車直

(C) 555 993 -・・... -・・・ 4・・ ..‘・・・ Nみ-ず1ほ4.わ4せpーz7月1O日 28X28cm拙
白 -9.0 K・之0-12.6 

注、 A区の元肥は普通化成

第7衰 (昭和43年兵m[UR農業改良普及所)
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玄米重|収量構成要素|上雪

穂数|総籾数|登熟歩合|玄米千粒重|位長
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その根拠は農林省北陸

農業試験場で行なわれ

た， I水田における窒素

の制御に関する研究」

で，硝酸態チッソの有効

期聞が，その施用した成

分量に正比例することで

ある。

つまり硝酸態チッソの

追肥をする場合， 10a当

りのチッソ成分量2kg

では2.-__，3日間， 5kgで、

は5'"'-'7日間という具合

になっている。

特に有効分けつ決定期

頃に，分けつ茎の有効化

と稲の姿勢向上には，ア

第8衰 (昭和45年兵庫県農業改良普及所)

よヰ(
Hに口' 玄米草

質 (kg/l0a) 

一 態アンモニ区ア 497 チヴソ
原
硝酸態区

(はりま) チッソ
544 

(元) 差 47 

(みわ(崎i山ず皇ほせ) ) 

態アンモー区ア 上 509 
チヴソ

硝チッ酸ソ態区 1こ 563 

差 54 

山 態アンモーア区 中 460 
チソソ

崎
硝チッ酸ソ態区(日本晴) 1こ 583 

(追) 差 123 

篠 態アンモニ区ア 468 
チッソ

IlJ 
硝チッ酸ソ態区(近畿33号) 519 

(追) 差

収遺構成要素 才皐

穂 主文 総籾数
登歩(%熟合) 千玄粒(g米重) 

長 倒伏

(本1m') (事立1m') (cm) 

379 24.0 85 宇7 

412 24.0 80 ム

33 。(ー)5 
415 30，690 87 20.3 85 ム

620 43，130 87 21.4 78 ム

205 12，440 。 1.1 (ー)7 

371 38，910 80 22.0 85 仁ド

416 45，560 90 24.0 87 よA

45 6‘650 10 2.0 2 

272 74 iへ

312 76 ム

ンモニア態チッソは不向 第9表 昭和42年酒米の現地技術確認圃(三木農業改良普及所)
であることから，勢いこ

の硝酸態チッソの活用が

安全なうえに，効果が出

やすいのはいうまでもな

し、。

ここで田面水中の硝酸

区分

慣行(A肥)料

燐硝(安B加)盟

A-B 

玄米重

(kg/10a) 

475 

486 

11 

お白 書士
ヰ(11車2立J主忠主) 

(木13.3m')

994 73 

931 75 

63 2 

態チッソの消長をみる 第10衰(昭和43年兵庫県農業改良普及所)

と，第1図のように10a

当り 2kg， 5 kg， 14kg 

と，有効な日数の動きが

理解できるので参照され

xι: 
fこい。。肥料も量から

質の段階に

これまでの稲作は素朴

なアンモニア態チッソ方

式が中心に進められたた

め，健康という文字とス

ローガンはあっても，稲

は全く病弱で，農薬なし

山

山高:

(元+迫)

主t

(追)

には栽培不可能な状態で、あった。

態アンモニ区ア
チッ、ノ

硝チッ酸ソ態区

差

eI 

態アンモニ区ア、
チァソ

硝チッ酸ソ態区

差

口tコ口 酒米重

質 (kg/10a) 

中中 414 

J二下 438 

24 

口'"口 酒米蚤

質 (kg/10a) 

(中2等上) 302 

(J1二等中) 413 

111 

ない。

登歩(%熟合) 千三金;粒(gぅ重{を) 倹等(等査級) 考

78 27.5 2 山N-l-117錦.7R6aQ月3203日.5E2〈62×0-267cm.2 植

80 28.2 1 I N-13.9九品 13.3 KzO-12.3 

2 0.7 -1 
一一」

収量構成ー要素

上位薬長身
才皐

穂 数 総籾数 登歩(%合熟) 玄千粒(g米重) 長

(本1m')I (車立1m') (cm) (cm) 

328 25，750 76 25.6 114 97 

335 26，020 69 25.5 116 99 

7 27.0 (ー)7 (ー)。
.1 
2 2 

収量構成要素
不11品思 成車丸

キ忠 妻主
総籾数 登協熟 千玄守主米 共月 期

(本1m2) (半立1m2) (月日)(月日)

349 23，380 50 25.6 9.8 10.25 

320 19，010 78 26.3 .4 .18 

(ー) (ー) 28 0.7 (早) (早)29 4，370 4 7 

まずチッソの適量をとってみても，ア γモニア

態チッソおよび硝酸態チッソの各単用と，その併

用では全く異るし，チッソの偏用と多要素との混

用でも，稲の反応が多様で、あることはいうまでも

もちろん分けつ依存度の高い手植稲と，母稗主

義に近いパラまき稲の場合でも，肥効のテンポと

の関係で，必らずしも一定の傾向を示すとは限ら

ない。
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第 1図 N03-Nの施用量と有効期間(例) 第 2図稲の生育時期別チッソの好適比の例(推定)

栄養生長 生殖生長期m
l
N
の
施
用
量

3 5 7 

施用後の日数(日)

¥ ァーロ態チッソ u 

¥ 硝酸態;
チッソー

~- ステージ毎にアンモニア態チッソと硝酸態チッソ

-...______ー の混合比をコントロールし，栄養生長と生殖生長

に，それぞれ適応せしめるべきものと考えられる。

たとえばアンモニア態チッソ:硝酸態チッソは

生育の初期と後期で逆転し，第2図のように 6:4

"'-'4:6などのように改めるほうが， 無毒の上米の

高能率生産に有効となる可能性がある。

もちろん他の主な栄養も，ケイサン，カリなど

すべてチッソと同じようなことが期待されるの

で，単成分のほかに肥料の質的な吟味が必要であ

5 4 3 

5 6 7 

、、、
、
• 
、、
、
、、
弘、、、
、、、
、
"
k
d
 

g
/
O
t
J
 

E
K
/
1
4
E
」

2 

10 14 

ただ共通していえることは，稲が病弱化するよ

うなチッソの与えかたを，これ以上続けること

は，安全食品を生産する立場から問題である。

ここでチッソ肥料だけを取出してみても，生育
ろう。


